
蟹蛆蛹より分離せるNomurea Sp．に就て

眞木元

Hajime MAKI:-Note on a Nomurea Sp. a parasitic fungus, found on 

the pupa of the Crossocosmia soricariae Rond.

　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　醤

　蟹岨の寄坐菌類に就では既に岩淵氏（19t｝8）が赤7i｝1病菌及黄彊病菌を・b1’i・村及岩淵氏（1910）

が褐婿腐菌及榿i黄菱匿菌を、杜利氏（1919）は赤彊病菌を暴げられたり。

　余も亦赤畑茜繭の蟹蛆輔に掛する病原性、座理、其他二、蹉の事項に就て研究中なるも、別

に鎖岨㍑1毫菌の瞼索中、昭下1ほ0年4月埼玉1縣人閥郡乾繭組合より探集したる蟹蛆輔より・

Nomu「Ga　SPに厨する菌を見出し楼種試瞼の縞蟻と、樽lk性を何する夢を確めたるを以てb本菌

の蟹蛆蝋の病微、形態の概要、蛇に生理的性質0）二i三に就て褒表せんεす。倫種の楡索に就

ては後口群細に畿表する窮εする。

　本菌に鋤し考縫を賜りたる恩師遠藤博士b研究に元助乎｛麟些竹次・助乎泓琵谷治李爾氏の螢を

煩はせりc，甜して深く慾謝の意を表す。

　　　　　　　　　　　　　　1・蟹蛆蝿の病徴

　探集當時の蟹蛆蛸の購戯は，光灘なく尾部より無数の細き菌赫伸艮し、淡紫灰色の分坐胞子

を以て菌綜を機ふ。蝋殻を破りて蝿膿を見るに蝿｛撒よ硬化し木乃伊状を呈し、騰撫面分虫胞子

を以て覆ふ。然して蝿髄ε蜘穀の盛閥1よ淡紫灰色の分生胞子を充満し飛散し易し。蝿髄を磨確

叉は蜥穀を破る胤よ一腫の芳香（アルコール襟？）を有す。

寄生菌　の捜種
　弱酸性肉汁寒天培遷雄ヒに、純陣培箆（25DCに於て）3餌1を繰たる培養基に15c．αの生理的食

幅水を加へ胞子懸濁液を調饗し、蟹蹴幼贔に毛築を以で塗雛し、乾躁後上駿火分の飽柳を100

％水分iせる25％に當る土唆巾に蟹i蹴幼」舐を潤hせしめ・磁温（6月中）に放践600旧に観察

せり。其の結築無腰腫に比較し蝋殻には光羅なく・菌綜の畿育を見ぎるも蝿髄は萎縮硬化し・

表面には淡紫色の分生胞子を以て覆ふも慮々灰白色の菌綜見ゆ。蝿騰ε踊殻の察閥は胞鈴並に

藺綜充講する。500周病徴漣み・尾部は細き1㍑細搬を貫きて獲育するも胞予を以て菌孫を覆

ふ、其他60日目ε大難なし。蠕殻を破壌する噂は一種の芳香を有するこご畠然傳染したる蟹蛆

！踊ε同一なり。此の事實より本菌は明かに饗蹴に封し病房ξ性ありざ認め得るなり。

　　　　　　　　　　　　　　皿・寄生菌の形態

（E）　菌綜（25°肉汁塞天培養海讐上）

　本器’潔は細きため内容物不明瞭なるも小顎粒状物質無敷に存在するが如し、借隔膜を有す。

嚢育の初めは灘光を有するも後白色づζは乳白色を呈する菌綜sなる。聚落面粗ビロード状を呈

し氣生菌綜窺く菌綜の面卒滑なり。

（b）櫓子梗
　菌綜より直角に直立せるもの多くして比較的窺く・長きものは隔膜を有し短きものは隔膜を

有せざるもの多し。内容吻なきも稀には大なる穎粒状物質を有するものあり。培養古くなりt

るものは長きも、先端及び中途の腿々櫓子柄を生ず、其の色は菌系紅岡襟なり。

　瓢綜學雑誌　　錦十岱　第三號　　193S
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（e）　櫓　　　子　　　柄

　櫓予梗若きものは本鴇峯宜なくして直接分，生胞子を形成するが如く兇ゆるも、培撮古くなるも

のにありては明瞭に形戌す。蒋成ω状態は獅振にして多く其の形は徳利状をなし、基部梢細く

先端総日ありて圓くし隔膜なく膜源く：llt（：　aなり。

（d）　分　　生　　胞　　子

　本器官は大部分は球1杉にして、共の…部分は∬IJ楕闘形を生ずるものあり‘，古きものは1暗色に

見ゆるも、多蝋集醗するt，1き1よ暗藤色に見ゆ。其の面粗なるが如くして内容物に瑚1瞭ならざる

も、小瓢粒状物質ll｛疇撒に存伍するが如しt）月包子蓮結の状態は本器’薩潤の間に’：鶴伏物めりて」、ilに

連結するが如し。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

（の．菌・　　　　　　核

　形戒を認めず。

（f）　子　　　：嚢　　　殻

　形成を認めずL，

　　　　　　　　　　　　　　各器官の大　き　さ

　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　肉汁；1；1こソく塘派菱」、1｝上
　　　　　　　｛llき　　　♂1’ド　　　名　　！一　．・一．一・．・－t・・一・一一一一・一…－t－・一一一．一一一tt－t．一一一一一・
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　　　　　　　　ii
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　　　　　　　　ii
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】ll’・寄生菌の生理

　　　　　　　　　　　（a）　各種培養落叢に於け篇護育

　培養基は何れも弱酸1生εし・2・5％の瀞1合に寒天を加へたりの1｝6鈴螺壕駅、肉汁塞尺、潔輔

汁寒天・麹汁寒火・翻ill寒天の5種のものに就歯嚢育のSI｝ミ況、獲育凶良；ll芋、胞子のli；敏等；に1避

て調査せり。

　馬鈴薯塞天斜lhl培養鵠（聡雛し度L）5L，以下lri牒）3頃、闘線に沿ふて菌綜かすかに搬育し、乳白

色菌叢の面4ま滑基面1二樹械状に凝育繰光を有す。41・1口淡紫色の胞子鰯ll：に形戚し、菌叢を鑓

ふも腱々乳白色の菌綜見19）　，聚落の層薄し。1頻口砲予の色依然ご1ノて鍵化なく、聚落の慮々

より白色の氣雄菌締繁殖す。聚落の膚事省轡なるビロー・ド状を蟻し、短｛｝綿1酬伏の〕li粥旭立…｝・“

　　肉汁塞天斜面培養曇

　3目目菌綜捌線に滑ひて獲育し・灘りたる光爆を有し1面1密なり、乳白色を呈す。4日日かd三

胞際を形成し初め、其の色淡紫紅色を黒し、聚落面には搬を生じ菌綜短く其の暦薄しc1；塩目

基の壼面淡紫色の分生胞予を以て菌綜を覆ふ。3侵落而よりは短き氣庶菌綜直立し、恰rb綿1酬藻

の菌綜繁殖す。

　　慧蠕汁塞天斜面培養基

　3日臼劇線に沿ふて菌綜装育し、基隙照凸の搬をll三じ、当1乏落の中央散よ窺舗ii綜隆起し灘光
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を有する乳白色を呈す。d日目聚落の中央に分生胞子を生ずるも其の色無色なり。13日目縦落

の中央に生じたる分生胞笹は淡紫色を呈するも形成量少なし、聚落面は粗なり。

　　麹汁寒天斜面培養基

　4日目淑光を有する菌綜樹枝状に獲育す。5「1日菌縣密に繁殖し”色子を形成するも色なし。

13日嗣縫紅色の分鷹胞子多轍に形成し、聚落面を覆ふも臓々に白色の鍵1ミ菌綜を崖じ、面粗な

るビロード状を．呈すL、

　’醤油墨天斜而培養ユ、套　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　3口圏培地菌綜の腱々に磯育する程度にして褒膏良好ならず。4日目白色の菌綜企耐に褒育

し、悲爾に小鍛を生じ氣生菌縣繁殖す。衆落の中央には淡紅色の1泡子僅かに形成す。ユ3日目胞

子の形成盛にして・騨嚥淋の輔灘ふ纏々より氣‘購帝綴超し磯育す。胞子の鰍紫
色を呈す。

　以hの獲育の状況を調査したるも、次に餐種培養墓に於ける菌叢の褒育、分坐胞子の形成蟄

に就て比較せり。径9¢mのシヤーレ中に前述の培型£撃を20〔｝．c，宛iri：｛入し、菌綜を中央に移菌し

27°Cのテルモスタツト中に納め・9日圓取出し菌叢の直穫、胞子の形成を肉眼的に調奇せり。

　　　　　　　　　　　　　　菌叢iの嚢育ご胞子形成：Ei｛：の比較

馬鈴”薯搬天培謎基

肉汁鐘天培擬i基

数蜥汁憲天．壇饗幕

麹汁鐘…天1｝1～饗暴

9日旧歯叢の蔵裡

：｝．93ein

4，86

4．80

2。2s

胞子形戒彙

Fl　モ・・1・卜

rl・・1・卜十

・｝・1・・1・

・1’　’t’

菌1叢慮裡はシヤ・一レ3放の年均

　以上の成績に依る隠は、菌叢の磯育最も良餅なるは肉汁寒天にして、盤虫轟梓卜塞天培養基之に

i次ぐも爾者は殆＄差異を認め難し。次に周鈴薯培養話蹉にして麹汁寒天は最も褒育不良なり。欽

に胞子の形成量の比較は馬鈴薯・肉汁寒天は殆さ差異なく良好にして、露蜥瀞塞天は中間に位

し、最も形成不良なるは麹汁塞天培養基なり。

　　　　　　　　（b）菌叢の護育姓に分生胞子に及ぼす温度の影響

　径9clnのシヤーレ中に肉汁塞天培養碁は7c・c・盤嫡汁塞天培養基は2Je・Cを注加し、凝固するを

待ちて菌綜を中央に移菌し、培養温度15°、23e、25°s　30°、35℃の5階級の混度のテルモスタツ

ト中に納め、払定；1浮閥後に取lllして菌叢の直懲を測ワ芝し、胞狛形成度は肉眼を以て観察せり。

＼臨　　・汁寒・・培蹴　　 ew・・磁繍糊
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、以、ヒの城績に依るごきは、肉汁塞天、盤輔汁塞天共に鱒’Gに於て菌叢の渡育最も蝕子にし

て20°2wに訳ぎ、30°及15°の順位を示し、35”に於ては菌叢殆ん量畿育せず。胞子形成蟄は肉Y’一卜

寒天培養基は25°最も多く、2し゜及30“は殆ん♂岡襟之に次ぎ．15°形戒量少なし。次は獺蝋汁

寒天培養基は15“、20q、25℃は殆訓剛漿にして其の量多くi30°形成量少なし。

　　　　　　　　　　（C）菌叢の襲育と水素イオン濃慶の影響

　ブイヨンを鞭酸及び静性曹逮にて種々水索イオ・ン濃度に調製し、300cc・入り三角フラスコ

に40（“c．宛分注しで殺菌後PH儂を測定し、獅｛吊汁塞天に培養（20日間）形成せる胞子を1白

金耳量宛移菌25【】ρ）テルモスタヅト中に納め、6H冊培養後取出し1葡叢の重：聴・胞子の）蔭成縫

等に就きて比較せり。

＼く即
　　＼＼、

第

1

同

2

悶

移曲前P．H．

2，05

2．99

1　　4，0s

　　　4，90

5、97

7，0S

7、98
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2．SO
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＆01

稚律1後P．H．

r）．OO

昼，4ア

5，7s

5。29

6．75

4，22

5．24

5．29
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6　　日　　臼　　　6　　日　　11
11！f叢の遊育　　　糖叢の窺澱

illl

・iレ1聖

一llI一

｝1－1・

1・1・

’t十

1・・L4・v・1・・1・

・l　I一ト・1・1・

「｝・1・・｝　｝一

・1・十十一1・

O．Z251露　r

OβS眼

Oa32r）8

0，1608

0．0052

0，1503

e．4060

o，3696
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6　　口　　臼

胞予の形成漁

・｝　1・ltl・

llll

・1・1・・1・

・1・　・十・・｝

・卜・多・蒼・

・1

十十・聾・十

・ト十・董・

十・t5t・i・

・1－十・十・

　以上の試験成績に依るεきは、第1同、第2同の成績に於で多少動樒はあれさも大約同一の

傾向を示せり。節ち第1同に於て2・05～2・99に於ては金然畿育せず・4・90に於ては菌叢の璽量

最大を示し、7・98に於ては畿育最も悪し。故に嚢育良好なる範圃は4・03～5・97なり。培養中の

酸度の攣化は4・90迄はアルカリ側に向ひて愛化し、5・97よりは酸性側に愛化す。第2閲の調査

に於ては2．82に於ては金然菌の獲育を見ず、4・69に於ては菌叢重量最大を示す。畿育良好なる

範關は4．69～5．75なり。培養中の憂化は4・69迄はアルカリ側に、5・75以上は酸’性側に愛化す。胞

子の形成童の多少は1岡、2同共に菌叢の蛮育良好なる慨程其の量大なり。

IV・　接　　　話重　　　試　　　瞼

　　　　　　　　　　　　（a）「土壌温度と稜病との關係

　米夢用標本瓶中に乾熱殺菌せる無水分の埴壌：ピー定量を入れ水を加へ、飽和を100％土竣水

分ミせる25％に常る水分を加へ綿栓をし、挺に高曖殺菌し冷却後圏的伽綴．度中に納め、ニヒ壌温
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度が氣濫ミ岡傑εなりたるi唐に肉亨際天培養基（斜面）1余1面に欝し10c．c，の生理的食瞳水を

加へ、胞脇懸濁液を調製したるものを蟹岨幼拙に塗抹接種したるものを前述の標本瓶中に入れ

38田間放置して取出し褒労惹を見たり。
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試瞼中の温凌
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　備　考
　　1賊に就き鋼く瓶（1’飾こ就き鋤L10望腕収ゼ札）2箇に就き13騰す。

　　諦髄…貯亭　昭和12年（」　」・J　21日　　關甕月「1　昭和工2年7月2s口

　以．ヒの戒綾に依るざきは・25°ま［達も機病数多くして、20“之に欽ぎ、30°、1r）”の順に獲病し、

lo°及び35°は殆♂獲病せざりき。

　　　　　　　　　　　　　（b）土壌水分と護病との關係

　本試瞼方法は赤畷ヲ茜菌の緻蛆に鋤する寄生性の内の土壌水分ミ嚢病Sの項に於て蓮べたる方

法ε全く同一方法を探用せり、依つて二省略す。
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　以上の成績に依る喝…は・水分4〔｝％に於て褒腐撒最も多く、3⑪彫、50彦次に位し、20％、60％

最も少なく、10％及び70％以上の水分に於ては全く渡病せざりき。

　　　　　　　　　　　　　　　　　V・摘　　　要

　本報告は蟹蛆蠕よりN史uuurea　Sl）・を分離、該菌形態の概要、菌の生理N病原性等に就きて



儲4　　　　　　　　　　　　獺　　　綜　　　醗　　　難　　　誌　　　　　　　　　　　〔第十巻

記載せり。

　ユ．本菌を蟹蛆に接種する時は明かに寄蛋力あるを示♪。その病徴は自然装生のものS同襟

なり。即ち本菌の寄隼を受けたる病徴は虫1雌骸木乃伊状を呈し、淡紫色の胞子を形成し一薦の芳

香を有す。

　2．　本菌は肉汁塞天培養盗甑搬蠕汁塞天培養基上に於ては嚢￥ゴ良好にして、轟鈴薯塞天ま欝養

基之に次ぎ、麹汁i塞天最も渡育不良なり。

　3．　本菌は大略15【’㌍30uの範【醐内に於て装育し、褒育良好なる温度は2〔）e～30°にしいc撞瀧は

25°附逝なり。　、．

　4．　本菌は水素イオン濃度4・9Djlくは4・69に於冒C焚育最も良好にして、礎育良妊の範圃は4．30

ab7．08なり。培養i申は4．90叉は5，75内外の黙に向つて鰻i化す。　　　　　　　　　　　　丁

観本菌は膿澱1㌍～3（剛欄内に於磯育するも召1・‘躇しきは2圃肱り。

　6．’本菌は土壌水分20％～60％の範圃内に於て蟹蛆蝋を：獲病せしむるも、病蟻の渡雄著しき

は30％ん50％なり。

　　　　　　　　　　　　　　　（於埼≡E縣灘嚢試験場Ill越支場二）

交　　　獄

（1）岩淵李、介（1gg8）1宥類の密鎚巨r融る蟹魁グ尺然胴除溜1：盗　束，k蹴懸糟所蜘番報｛1～㈱3號

（2）騒場薪1灘罪（1伽）灘・・凱に融ナる麹燃類の研究（il・）卜畷病に研1する1び腋隙鑓

　　　　　　　　　　　　業轟留所澱翔報晋　第3物益

（・）鱗傑葬（・9・。）勤・蟄畑・融す・㈱㈱蹴（・職嚇・關す甜酸鯨

　，圏∵冒1：』ト．L：　冠1、獺1懸焼怒所鍛窺gli乏告・鶏39貌

（4）　甘利巡i－（1919）　赤残1歯の寄庶に依る螢蛆蜥の蜷職彬に就て，佐久良愈剰霞誌　第5號

レ（5）　津THI膨審（19孟｝1）　煙離夜盗ゴ餓寄まk爾に關する研究　蘇蜜1濁秦野試験揚報・｝！r鈎馨31號

（・～．離猫駒、魍…聯・棚勿病鱒曾報＼…，V　N・・

と・）1鵜難（聯）焔白・醐・研究・糀物綱・鰯1・V…V・N…

（・）減餓（覇灘欝雛．ご認欝講！。、。形鰍、勺1蜘、蜘d鯛，
　L　　　層　　　　　愛知縣鑑業試験場試瞼報皆　tm；gnbl｝t

（9）　　Demeu’ts，　and。　i　hev　（工93工）　　The鑑enera　of　Fun窪i．

　、　　　　　　　　　　　　　　　　，（受理昭和12年11月7日）

　　　　〔圃版の醗明　　・　　　　・i　9・分畿胞子の憂芽

　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　i　IO．　成熟せる櫓子梗
　　N（1n灘r鰍Sp・の形態　　　　i

『、鍛婚畑帳せ、麟　　』i菌畷育淵脚’陥
2．圓筒形∬評　　　　　　　　　　　i　　鋤醗隙天培餐．ヒ13日開培漣

s．成熟せる分瑚包子　　　　　　i15”，20’．25壕．30°，舘，（c）

li瓢欝購v　・i菌の嚢育・蹴囎
6．　櫓　tt　さ更　　　　　　　　　　　　　　　i　　　2・5窃　6日闇ナ晋養　　　　　　　　・

7・　櫓『F梗の新しきもの　　　　　　　　　　　i　　PH・2・05・2・99・4・03・4・9，　5．97．7．OS．

8．7に同じ　　　　　　　　 i　　7．9＄．
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　　　　　　　　Nomurea　Sp．の形態
（1）　、　（2）　　（3）　（4）　・（5）汐

　’x　’一．∫　　0　　　　　　し　（10）
　　ヘ　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ

　　　醸　 ’　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　’k

．／

ノζ．

菌の登育と温度

15つ @　　　　　　　　　　　20⊃　　　　　　　　　　　25り　　　　　　　　　　　　30°　　　　　　　　　　　35°　（C）

　　　　　　菌の登育とPH

PH｛4．、。2’°5。，72’99’7．。、．4？3　。，、一


